
 

  

  

 

     

 

 

 

 

 

新潟 RC4 月第 ３例会 (2017.4.18) №３１７９ 

 

(1) ロータリーソング「我らの生業」斉唱  

 

(2) 宇尾野 隆会長挨拶 

4月 18日  新潟RCの創立 

次の日曜日、4月23日は皆さんも、ご存知の通り、新潟RCの

創立された日であります。1940年の4月23日にこのイタリア軒

で発会式が行なわれました。 

チャーターメンバーは29名であります。 

同年5月29日にRI加盟が承認され、承認番号は、5244で日

本で 36番目のRCでありました。 

しかし、創立までの道のりはそれほど平坦なものではなかった

ようです。 

チャーターメンバーの 1 人、伊藤文吉さんは、創立 10 周年誌

の中で、次のようにおっしゃっています。 

「私の古い親友に柏原君という人があった、まだ日本にいくつ

もないロータリー倶楽部の熱心な世話人の一人であった。『新

潟にもロータリーがきっと出来る。そうだとすると早いほうがよ

い』と云ってすすめてくれた。 

而して大正九年に東京で日本の最初のロータリーを創立した

米山梅吉という銀行家を紹介してくれた。私はこの米山さんの

お供をして方々の倶楽部を訪問する機会を得た。昭和 13 年

だったと思うが、米山さんにすすめられて新潟の池田正平氏と

柏原氏につれられて、当時日本海岸地方で唯一の新潟によく

似て居る金沢クラブを訪ねた。まだ創立早々の同倶楽部の会

長は、『ロータリーの本質である国際性が金沢の旧式の封建的

性格に一致しないで困って居ます』とその苦心を色々話してく

れた。実は、新潟でもそれと同様の傾向が強かった。新潟人

は、英語をきらい、他のクラブと横の連絡をすることを好まず、

新潟市だけで勝手に運営することを主張して、仲々出来そうも

なかった。しかし新潟クラブの恩人池田氏の協力で半年ほど

仮例会をつづけ、やっとのことで昭和 15 年 4 月、日本・台湾・

朝鮮・満州で第 47 番目に創立された。」とおっしゃっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

港町であるのに少し閉鎖的な印象を受けますが米国から伝

わってきた団体ということを考えると無理もないことかもしれま

せん。 

また、その当時、伊藤文吉さんが、米山梅吉さんにお会にな

っていたことを知ると数ある RC の中でも、歴史と伝統のある

クラブであると改めて感じるところであります。そして、その一

会員であることを誇りに思い、感謝をするところであります。 

さて、今日は会員の皆様に1つご報告をさせていただきたい

と思います。 

 昨年、竹石年度のときの丁度いま頃、狼江RCと友好RCの

締結を行なうということが理事会でも承認され、例会で会員

の皆様のご承認をいただいておりました。 

その後、準備を含めて、締結、調印式は本年度に持ち越さ

れておりましたが、状況は進展しないままでおりました。そこ

で、先週4月13日に、私と石川副幹事、松本英明さんと狼江

RC の例会に出席し、例会のあとに、狼江 RC の吉田俊哉会

長、中西直前会長、吉田政輝会長エレクト、泉田幹事と、友

好 RC の締結と調印式について打合せを行なってまいりまし

た。 

 調印式は、6月 27日新潟RCの納会の日に狼江RCが新

潟へ来られて開催することに決まりました。会場は、イタリア

軒、例会の中で調印式を行ない、そのまま納会にも出席い

ただく予定であります。本日の臨時理事会でも日程等のご承

認を頂いたところでございます。最後の最後で、検案事項が

決まり、責任を果たすことができそうでホットしているところで

あります。これから準備に入りたいと思いますので、会員の皆

様のご協力をお願い致します。尚、狼江RCについては改め

て、来週の例会で詳しく報告をさせていただきたいと思いま

す。 

以上で会長のご挨拶とさせていただきます。 
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(3) 新会員の紹介・ご挨拶 

 

 

 

 

 

このたび新潟ロータリークラブに入会させていただくことに

なりました第一生命保険 新潟支社の池上茂樹と申しま

す。 

どうぞよろしくお願い申しあげます。 

私は東京オリンピックが開催された昭和３９年に、福井県の

東尋坊の近くの小さな町で生まれ、日本海を見て育ちまし

た。 

中高時代は毎日バスケットボールに汗を流し、大学では１２

月～３月を山で過ごす競技スキー部でスキーに明け暮れ

ておりました。今ではもっと勉強をしておけば良かったと年

に１度くらい後悔をしております。 

第一生命ではずっと営業畑で、支社長職も熊谷（埼玉）、

船橋（千葉）、鹿児島、道央（北海道）、そして新潟と長くな

りますが、ご縁あって鹿児島で初めてＲＣに入会した際はク

ラブ会員である地元の諸先輩に大変可愛がっていただい

た事は私にとって掛け替えのない思い出です。 

新潟ＲＣでも精一杯お役に立てるよう活動をして参りたいと

思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

(4) ロータリーの友紹介（近藤広報委員長） 

 

(5) 表彰・伝達 

・吉田和弘さんへ米山奨学生  

ソド チャンドマニチメグさん 委嘱状伝達 

・新潟ロータリークラブへ米山奨学生  

ソド チャンドマニチメグさん 

世話クラブ委嘱状披露 

・鈴木 滋弥さんへ米山功労者  

第７回マルチプル感謝状贈呈 

 

(6) 各種ご寄付の発表 

青少年育成基金寄付発表(柴田 史郎副委員長) 

樋熊 紀雄君  

 

 

 

 

(7) ニコニコボックス紹介 

・新田 幸壽君 4/9角田山１周ハーフマラソン大会に出場

しました。峠越えがきつかったけど、なんとか完走しました。

4/10 結婚記念日に花を頂きました。ありがとうございました。

にこにこします。 

・高橋 秀松君 満開の櫻井の中、新潟ロードレース 15Km

完走できました。 

・樋熊 紀雄君 第一生命 池上茂樹さんの入会にニコニ

コします。 

 

 

(8) 卓話 「障害者とアート」 

㈱バウハウス 代表取締役 肥田野 正明 氏 

 

 

 

 

 

(9) ４月１８日例会の出席率 ８４．７８ ％ 

会員数９６名（出席免除会員 ９名） 

出席者７８名（出席免除会員４名を含む） 

 (2週間前メーク後 ８１．７２  ％) 

 

 

５月２日は規定休会につき例会を開催致しません。 

 

 

 

５月９日の例会予定 

卓話「国際経済のダイナミズム ： 

 米・中・日の構図と変動 

新潟県立大学 学長 若杉 隆平 氏 

 

 

 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

 

第一生命 新潟支社 

支社長 池上 茂樹 君 

ご紹介 樋熊 紀雄君 

所属委員会  出席委員会 

http://www.niigatarc.jp/

